
《平成30年6月市議会環境経済委員会資料》

水産農林部機構表(平成30年4月1日)

平成30年度水産農林部事務分掌

平成30年度の主な取り組みについて
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1 水産農林部機構表(平成30年4月1日)

水産農林部(55人)

部長高山雄彦
(内420の

水産農林政策課

a5人)

課長森川裕
(内4210)

水産振興課
(11人)

課長山村涼一
(内4230)

農林振興課
(21人)

総務係(8人)

食の推進係(6人)係長川上幸宏

課長相川一郎
(内4240)

係長川口剛志

振興係(5人)

漁港係(5人)

係長栗脇善朗

企画農政係(5人)係長山口佳弘

水産センター
(7人)

係長田川裕治

営農指導係(6人)係長宮本圭

林務係(4人)

所長村瀬二美
(Ta830-1131)

農業センター(2人)所長森下勝也

係長川本安弘

いこいの里管理
センター(3人)

種苗育成係(3人)係長植田篤

所長村本定男

調査開発係(3人)係長本田崇

係長植田篤高島事業所(兼務)
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2 平成30年度水産農林部事務分掌

課、室、出先機関名

水産農林政策課

係

総務係

名

部の統括に関すること。

部の所管に係る国庫支出金等に関すること。

部の所管に係る県施行事業費負担金に関すること。

部の所管に係る予算の経理に関すること。

野母崎高浜海岸交流施設に関すること。

長崎ぺンギン水族館に関すること。

伊王島海水浴場交流施設に関すること。

高島ふれあい海岸に関すること。

植木センターに関すること。

体験の森に関すること。

部内事務の連絡調整に関すること。

分 掌 事 務

食の推進係

水産振興課

゛

゛

地元農水産物の消費拡大の推進に関すること。

地元農水産物及び食文化の情報発信に関すること。

地元農水産物を活用した食育体験の推進に関すること。

道の駅夕陽が丘そとめに関すること。

一般財団法人長崎市地産地消振興公社との連絡調整に関すること。

振興係 水産業の振興に関する二と。

水産振興事業の計画の策定に関すること。

漁場等整備事業に関すること。

水産振興計画審朧会に関すること。

水産関係団体との連絡調整に関すること。

漁港係 漁港漁場等整備事業(小規模の増改築及び補修を除く。)に関すること。

漁港海岸保全施設整備事業に鬨すること。

漁港施設の使用等の許可に関すること。

漁港の区域内の水域又は公共空地における行為の許可に関すること。

漁港の埋立申請・竣工認可に関すること。

部の所管に係る公有水面埋立地の確認等に関すること。

漁港台帳に関すること。
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課、室、出先機関名

農林振興課

係

企画農政係

名

あぐりの丘の管理運営に関すること。

いこいの里整備事業の推進に関すること。

いこいの里(里山、森林地域)の管理運営に関すること。

農業及び畜産業の計画(基盤整備等の計画を除く。)の策定に関すること。

担い手農業者の育成に関すること。

グリーンツーリズム事業に関すること。

農業振興計画審議会に関すること。

農業関係団体との連絡調整に関すること。

農業委員会との連絡調整に関すること。

③

営農指導係

調査開発係

分 掌

Ⅱ}水産動植物の種苗の生産及び供給に関すること。

②橘湾栽培漁業推進協議会、西彼地域栽培漁業推進協議会及び大村湾栽培

漁業推進協議会との連絡調整に関すること。

事

農業及び畜産業の振興に関すること。

家畜伝染病の予防及び農作物病害虫に関すること。

有害鳥獣対策に関すること。

農地形成のための基盤整備等の計画の策定に関すること。

農業関係団体との連絡調整に関すること。

務

農業センター

{3}

高島事業所

林務係

m 農業センターの管理運営に関すること。

農業研修等に関すること。

農業の活動支援に関すること。

②

(3)

【1 ) 林業の振興に関すること。

林業の整備事業の基本計画の策定に関すること。

森林の整備の推進に関すること。

森林法等に基づく許可、意見書等に関すること。

市有林野の管理に関すること。

森林レクリエーションに関すること。

林業関係団体との連絡調整に関すること。

農業及び林業の基盤整備事業の計画に関すること。

治山に関すること。

②

③

向

水産動植物の種苗の生産及び供給に関すること。

株式会社長崎高島水産センターとの連絡調整に関すること。

水産センター

いこいの里管

m

理センター

水産動植物の増殖及び養殖に係る技術開発、調査及び分析に関すること。

漁業者の漁業技術の指導に関すること.

種苗育成係
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3 平成30年度の主な取り組みについて

(1)「崎の魚」の魅力発と消費拡大

ア目的

長崎は全国2位の漁獲高を有し、魚種の多さでは全国1位

を誇っている。春夏秋冬それぞれに旬の魚がある"長崎な

らではの強み"を活かし、市民や観光客に対して、「長崎の

魚」の魅力発信と「食のおもてなし」を実施し、長崎の魚

(鯨を含む)の消費拡大を図る。

イ平成30年度の主な取組み内容

伊)魚のまち長崎のイメージ強化(プロモーション動画)

長市を訪れる観光客に「長崎市=魚が美味しいまち」というイメージを与え、

長崎で魚を食べたくなるようなプロモーション動画を制作し、多くの観光客がネ

用する羽田空港(長崎線j待合ロビーや長崎駅かもめ広場で放映する。

《参考》観光客の「長崎=魚」のイメージ認知度

27年度26年度調査年度

認知度 36.5%37.1 %

▲

Ih f"
1'、、

人"、しい1ぢ
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イ)ご当地グルメでおもてなし

平成28年10月より市内協力飲食店等で提供を開始した長の魚を使った新・ご

当地グルメ「長崎そっぷ」「サバサンド」「ド・口さま海鮮パスタ」について、観

光イベントに連動したキャンペーンの実施などによりPRするとともに、市内・

市外向けのSNS広告により情報発信を行う。

・「長崎そっぷ」キャンペーン開催(1 回、ランタンフェスティノUレ)

・ SNSによる情報発信(市内、市外)

・JR長崎駅前電照掲示板によるPR など

《参考》長崎の魚を使った『新・ご当地グルメ』の概要

崎そっぷ
畏崎そつぷ(洋)

"そっぷ"とは、オランダ語でスープの
こと。鎖国時代、出島のオランダ商館で
は、伊勢えびのスープなどが食されてお
り、長崎では具だくさんのスープを「そ
つぷ」と呼んでいた。長崎産魚介を使っ
た具だくさんの食べる汁物とライス(パ
ン等)を組み合わせ、現代版にアレンジ畏崎そっぶ(和) .
した新たなご当地グルメ。

長崎駅かもめ広場羽田空港待合ロビー

飴年度

55.8%

^11iミ証五)'

29年度

56.19'、



サバサンド

ウ)幼児を対象とした魚食普及(長。の魚をテーマとした絵本)

子どもの成長段階に合わせた魚食普及の取組みを行い、豊富な長崎の魚を食べる

健康な子どもを育てるとともに魚の消拡大を図るため、平成27年度から配布し

ている「フィッシュスタート(魚の離乳食レシピ本)」に続く取組みとして、魚の

まち長崎応援女子会の発案で長崎の魚をテーマとした絵本を制作し、 3歳児健診

時に配布する。

時期対魚

ド・口さま海觧ハスタ

サバサンド

長崎で多く水揚げされるサバを使用し
たもの。魚離れが進む若年をメインタ
ーゲットに、気軽に魚を楽しめる新たな
ご当地グルメ。

ド・口さま海鮮パスタ
フランス人宣教師ド・口神父が日本で初
めてパスタを伝えた地、外海地区の商工
会と連携し、地元飲食店で提供する長崎
の魚介類を使ったパスタ。

フィッシュスタート
4か月児健診乳児

(魚の離乳食レシピ本)

制作配布フィノシュセカント
3歳児健診幼児

(魚をテーマとした絵本)

《参考》「フィッシュスタート(魚の離乳食レシピ本)」

長崎の魚のPRと市民の魚食普及を目的に活動している「魚のまち長応援女子

会」と連携して平成26年度に制作し、平成27年度から4か月児健診で配布を行

つている。
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(2)広域浜プランの推進について

1 広域浜プランの概要

各漁村地域で策定された「浜の活力再生プラン」1こよる漁業所得向上の取組みとあわせて、

広域な漁村地域において策定された「広域浜プラン」による競争力強化のための取組みを推

進する。

STEPI:浜の活力再生プラン H27.3' 20 承認

目的漁村地域ごとに漁業所得の向上を目指す

STEP2:広域浜プラン糖讐宏系禁事!シラン1騰'{

目的複数の漁村地域が連携し、浜の機能再編や

将来にわたる地域の中核的担い手確保を目指す

2 広域浜プランの推進

国は、広域浜プランに基づく水産関係施設の機能再編や中核的担い手の育成に必要な漁船

及び機器の入について、プランの承認を受けた漁村地域及び漁業者等に対して支援する。

また、広域浜プランに基づく取組みを実証するための経費について、国は最長3年間支援

することとしており、長崎市広域水産業再生委員会(※)は、当該事業を活用しプランに基づ

く取組みを着実に実践していく。

※数の地域水産業再生委員会(漁協、市町村等)及び都道府県、水産関係団体で構成され、プランの策定か
ら実施に至るまで中心的な役割を担う団体

11承認
2承認

3 主な広域浜プラン関連施策

水産業競争力強化
設整備事業

高鮮度化、産地市場統廃合等に
よる競争力強化を図るための共

同利用施設の新築・改築、既存

施設の撤去を支援

水産・漁村の

持的な発展と

地域の活性化

プランを実行して

浜の活力再生!

・野母崎地区
製氷・冷凍施設

(H30年2月補正)

(H30年度末完成予定)

浜の担い手漁
リース緊事

中核的漁業者へのりース方

式による漁船の入を支援

沿漁船

国

,,

・1件入済み(中古船、H28年度)

・2件承認済み(新船、H28、29年度)

・3件申請処理中(新船・中古船)

競争力強化型機器
導入緊対策事

生産力の向上、省力・省コス

ト化に資する漁業用機器等

の入を支援

..司; 国

船内機

・1 件入済み(H29年度)

・4件申済み(H30年度)



■各地或・漁協が個別に

課題を把握

■各地1或・漁協単位で

事業を実施

珂各地或ごとに施設を

配置'=備各浜で浜プーンの
取組を実践して
いるがー・

匪漁業経営の悪化

■施設等の老朽化・

機能低下

■水産資源の減少

■漁業者の減少・高齢化

問題点

^

浜

プラン

'r'

煥毎_、
伍・ン 1 機能再編・地域活性化

今漁協の枠を越えた流通対策
まき網の活魚化の広域連携による販路拡大

多獲性魚種の高度衛生管理型施設への集約

少量多品種魚種の販路の拡大

@施設と漁協組織の機能再編
活魚センターの孜ル点化

冷凍・冷蔵施設の再編

漁協組織の機能再編

@まき網・養殖・水産加工の連携
高鮮度な養殖用餌料及び加工原料の安定供給

養殖十加工の連携による産地加工

0広域的な資源管理及び操業体制の推進
ネットワーク化による漁場環境整儀

許可漁業の見直しによる漁業の複合化

ひとっの漁協(地域)
では解決が困難

..,

.

叉ノ
各漁協での取組(浜フ
ラン)とあわせて、
漁協の枠を越えた広域

的な取組(広域浜フラ
ン)が必要 '.' ^

+
2 中核的押い手の育成

●担い手の確保
地或内漁業後継者の確保

漁業就業者フエア等による人材の発掘

広域的な受入体制の整偏

目担い手の育成
資源管理・経営改善意識を持ったりーダーの育成

関係機関との連携による技術指

=、. 乳1゛

成果

目標

,漁獲物の活魚化

一統ーブランドの展開

,共同出荷体制の整備

少中心的漁業者の認定

島漁業後継者の確保

水産業の持続的な発展・

→マアジ(豆アジ)、サバ類、イワシの単価
→カマス、ヒラメ、イセエビの単価

→漁協直売所及びj舌魚センターの販売額

→指導漁業士・青年漁業士の認定者数

→雇用型漁業における45歳未満の後継者数

.

^

596UP

5号hup

1096UP

4名

12名増

"
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(3)有害鳥獣対策について

要

イノシシ、シカ等の有害鳥獣による被害に対し、①農地等への侵入に効果的な防止

(防護対策)、②有害鳥獣を捕獲(捕獲対策)、③有害鳥獣が出没しにくい環境整備
(棲み分け対策)'の3つの基本対策を実施するとともに、地域住民が連携した有害鳥

獣対策の実施(地域てるみの取り組み)を推進し、被害の軽減に努めている。
特に、平成29年度からは、捕獲対策として、有害鳥獣の個体数を抜本的に減少させ

るという新たな着眼点に基づき、長崎市有害鳥獣対策協議会及び捕獲隊が連携し、計
画的な捕獲体制の強化に取り組んでいる。

2 被害の状況

年度

被害金額

3 対策の内容

部年度

【防護対策】

m 【国庫事業】ながさき鳥獣被害防止総合対策事業
ア内容

3戸以上の被害農業者(受益者)の団体に対して、ワイヤーメッシュ柵の
材料支給。(設置は受益者により施工)

イ事業実施状況

①要望と対応状況

平成23年度から 29年度までの要望(約 656km)のうち、約 651kmを
整備済

②今後の計画

・平成30年度実施計画:約60km ※国の予算配分に基づく
・平成31年度以降の要望受付:平成30年11月に実施予定

85,754

24年度

80,5部

25年度

39,057

26年度

45,8韶

27年度

②長崎市有害鳥獣対策協議会による貸与事業

鳥獣被害防止対策用資材貸与事業

ア内容

被害防止対策として、ワイヤーメッシュ柵、電気牧柵器(本体)、箱わな、
小型捕獲器の無償貸与。

弱,710

※29年度は速報値(未確定)

28年度

単位:千円

48,589

備考

29年度

[対象者等]

44,038

資材

農業被害対策
WM柵

農作物被害を受け.ている
農家及び家庭菜園を管理
するもの

対象者 期間

設置目的が解消
するまで

-8-

貸与資材はVVM柵のみ
関連資材(支柱、アンカー、結

束線など)は自己負担
WM柵の貸与数量は、 250m
を上限とする。

同一申請者は貸与対象年度にお
いて1回限りとする。



電気牧柵器

箱わな

農作物被害を受けている
農家及び家庭菜園を管理
するもの

小型捕獲器

有害鳥獣捕獲許可証を有
するもの

生活環境被害
対策WM柵

有害鳥獣捕獲許可証を有
するもの

設置目的が解消
するまで

自治会

イ

有害鳥獣捕獲許
可期間

事業実施状況

①要望と対応状況

平成29年度実績

貸与資材は電気牧柵器本体のみ
関連資材(支柱、ガイシ、電気
さく線など)は.自己負担。
同一申請考は貸与対象年度にお
いて1回限りとする。

有害鳥獣捕獲許
可期間

【捕獲対策】

m長崎市有害鳥獣対策協議会による捕獲

ア内容

長崎市有害鳥獣対策協議会は、有害鳥獣による農作物被害及び生活環境被害

を減少させるため、猟友会、鳥獣保護員、 J A、農業委員会、長崎市、県等の

関係団体が相互の連携を密に有害鳥獣捕獲や被害防止対策を講じることを目

的として設立している。

イ主な活動

・市内8地区に被害相談員を配置するとともに、捕獲隊員との連携により、被

害相談等のうち特に緊急に捕獲等の対応が必要な場合に出動している。

・平成28年度から、それまで実施し.てきた猟友会への捕獲業務委託を廃止し、

協議会捕獲隊員による年間を通した捕獲へ体制を強化し、捕獲計画に基づき、

さらなる被害軽減に努めている。(現在 206名)

②今後の計画
平成30年度計画

個人捕獲許可を除く

設置目的が、解消
するまで

ワイヤーメッシュ柵 27,580m、電気牧柵器 9基、

箱わな 254基、小型捕獲器 84基

貸与資材はWM柵及び関連資材
一式

原則として協議会が示す設置マ
ニュアルを順守し、設置するこ
と。

自治会がない等の特別な理由が
ある場合は、 3戸以上の任意団
体による申請を対象とする。

ワイヤーメッシュ柵 32,30om、電気牧柵器 20基、

箱わな 267基、小型捕獲器 114基

(2)地域ぐるみによる捕獲(捕獲隊)

ア内容

狩猟経験を有する免許所持者(リーダー)と免許を持たない被害農業者等(捕

獲補助員)により捕獲チーム(捕獲隊)を編成して、箱わな、囲い罵による捕

獲作業を行う取り組みを推進している。(平成29年度 80組織)
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(3)長崎市有害鳥獣対策協議会及び捕獲隊に対する市の支援策

ア箱わなの無償貸与

捕獲隊等が使用する箱わなを捕獲許可期間中に無償貸与。

イ捕獲報奨金等

市単独の報奨金制度により、イノシシ及びシカ 1頭につき、'5,000円(県費

2,500円含む)を交付。

※別途、国庫事業による捕獲報奨金の金額について、現在、長崎市有害鳥獣

対策協議会において調整中。

ウ専門業者による支援

市が有害鳥獣対策相談等業務を委託している専門業者により、捕獲隊の組織

化に係るコンサルティングや捕獲許可のための安全講習会を実施している。

④捕獲等の実績

ア平成29年度捕獲実績

有害捕獲(小計)

協議会捕獲

捕獲隊

個人捕獲

狩猟期捕獲

専門業者【有害鳥獣相談等委託)

有害捕獲(小計)

協議会捕獲

捕獲隊

29年度実績

個人捕獲

狩猟期捕獲

寸

専門業者(有害鳥獣相談等委託)

協議会捕獲

3,642

捕獲隊・個人捕獲

2,618

専門業者(有害鳥獣相談等委託)

928

協議会捕獲

88

寸

233

個人捕獲

3,875

猟友会委託

1,002

767

寸

163

64

卯

1,042

・十

292

11
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イ捕獲隊の組織化の状況と捕獲実績

番軸成組
号年度化融

地区

H25

琴

上浦・枢曲

B

琴戸地区

地地区

泊地区捕

地区

槽区

々地区

^

三和・肝母鴫

東長崎 牧鎗t地区楠獲隊

・,上大地区

大山地匡捕痩酵木

三和・"田嶋浜古皿地区

長嶋・浦上出地区捕痩陞

琴形と地区

黒嶋地区獲隊海

大地区

地区

入船地区浦上

が,と

三和・肝田岫三和地区

太田町山川同内地区

琴 戸町上地区琴

形上町地区尋尋

式 地区^

川地区

石地区補獲鰍三和・肝母嫡

太田地侶

と浦・枢田早机地区捕痩雌

=和・肝母朔浜大地

中尾第4地区柳瑳隊崎東

尋地区

薫 中第2地区

尾 1地区

和・肝母幽肱地区

和・野母幽焼地区捕

2地区

,上 田地区

浦上 ,石A地区

地区和・肝田岫

専日地区

地区

和・野母帥壕田地区補獲献

.上淵町地区捕隊

断IT目地区上

魯浦地区捕盛傑

缶昏,片雌地区

香浦と地区楠獲隊

の瀬地区偉

m 向町地区接隊

・浦上河内手水地区捕陣

辱 地区尋

浜以下地区三和・"母崎

地区三和・"母崎

王地区三和・"母崎

上浦地区

塞以良地匡

西山4丁目地区.゛

三川平地

嫡・浦と木折山地区捕獲隊
広刈・加地区

嶋・浦上木古田・白向地区補獲陣

上,・田柿・小江地区

上浦・福田小江地区フりハウス捕喪陣

河内地

北浦地区楠獲隊茂木

崎・浦上江」芋筑1地区

嶋・浦上 筑1地侶

油地区楠隊嶋・,

ヨ地区上

筑2地区嶋,浦上

江平 2地区

大第2地区

浦上大籍 3地区

苧
地区

上,田鴫

楠擾隊名

H26 11

隊

喪許司

許可

ノ

H27 19

0 195 30 560日6 728

H25 H26

30

皐0

接実偵

H27

5

早成30年3月31日現在

11

20

"28

H28 17 東

H29

45

3

3

3

4B

53

93

30

24

10

5■

茂木

三和

2

5

80

20

7

●3

[二亙コ平成29年度稼倒件融
の捕撲隊は早成即年度許可申請なし
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長崎市農林振興課

「地域ぐるみによる捕獲隊」の実施イメージ図

捕撰許可

捕獲許可申請

①講習金受講1回/年
②使用する繍わな1基毎に保険加入

■朋器1

長崎市有害鳥獣相談センター
(専門業者)

捕獲隊チーム

運搬・見回り・えさ補充等の括動

【棲み分け対策】

③被害現地の胴査
④対繁のコンサル〒

川地域ぐるみによる有害鳥獣対策
ア内容

被害防止効果を高めるには、地域住民が協力しあって対策に取り組むことが
必要であるため、地域ぐるみの捕獲隊活動の他に次の取り組みを推進している。

侵入防護柵(ワイヤーメッシュ柵、電気牧柵器、ネット等)の設置箇所の
点検、補修及び周辺の除草作業。

②有害鳥獣の餌付けの原因となる収穫物残漬、繭定枝等の圃場及び周辺ぺの
放置をしないこと。

③有害鳥獣の生態や効果的な対策等の学習。
イ取り組みへの支援

長崎市が委託している専門業者により、要望があった地域に対して、被害現
地調査や有害鳥獣の生態・効果的な被害防止対策の講習会などを実施している。

グ

過去に特猟経験がある狩猟免許所持者

嫉鷺翻疑懸籍献雛

密 '* 11
1

②森林緩衝帯整備事業

ア内容

市街地周辺の未整備森林は、イノシシの棲みかや隠れ場所、通り道になり、
被害が絶えない状況にある。

このような中、棲み分け対策として、見通しの悪い雑木林やヤプは、イノシ
シ等の有害鳥獣が安心して近づける隠れ場となっていることから、ながさき森
林環境税活用事業である「ふるさとの森林づくり事業」を活用し、市有林に住
家が隣接している箇所において、幅巧m程度の範囲で藪の刈払いや樹木の強問
伐を行い、鳥獣を寄せつけない環境整備(緩衝帯)を整備するもの。

イ事業内容

委託料 3,000千円

整備地・春木町~淵町地区

・小江原地区

ヨ1

A・1.7ha (長崎市有林)

A・1.2ha (長崎市有林)
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「森林整備業」~イノシシ対としてのバッファーゾーン~イメージ図

事集前

0 山林地のイノシシが薮にれながら
落へ近づいてくる

0 肪護柵をしても、
周辺に藪があると
モの効果は低下する

事後
0 森林を見通しよく整備し、

防護柵の侵入防止効果を高める
0バツファーゾーン

(鷹林綴衝帯整価事業)
筋行例:人家や田畑からミ~川m穫度の興
囲は中高*も全矧りをとして伐探傘
を嵩(レ、森林の分益的橡能を低下させ
ないよう.山側に向かっτ徐々に伐採牢
を低くしながら、しよく整をお'
なう

高

、、

イノシシの近寄りがたい綬衝帯を整備することで、

0防慶柵
(害獣対策事業等)

田

゛゛働

【その他】

n)門者による被相等への対応(有 対策相等務委)

ア内容

・委託期間:平成30年度から32年度までの3年間

・受付窓口:長崎市有害鳥獣相談センター

(電話 095-841-0477 あぐりの丘内)

主な対応内容

・被害相談受付

H29:相談件数696件[農業被害 185件、生活環境被害 511件]

・現地調査

イノシシ、シカ、アナグマによる作物被害や生活環境被害等への相談対

応住見地調査、被害防止1旨等)

・地域ぐるみの有害鳥獣対策の勉強会へのコンサルティングの実施

・捕獲技術向上のための講習の実施

・捕獲隊への安全講習会の実施等

ロコ

サ▲il '
田

奥地広葉樹林の整備(予定)
広葉樹林の問伐やのなる広養樹を
樒栽することで奥地での生息に尋く

'、

・^・・
ロ]

^^^

^^

田〔ロ

一"一.一
一

一
゛

゛
゛

豊

樹
く
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鳥
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林
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被者等からの通報・相談から対応までのフロー図

長崎市有害鳥獣相談センター(門業者)
従事者占名以上(指揮監督者1名含む)

(資格条件:1名以上第1種銃猟免許所持者、4名以上わな猟免許所持者

⑧発注者支援

市(発注者)
【対策業務】

・地域ぐるみによる取り組みの推進

・庁内対策連絡会議の取り組みの推進

・その他の対策業務

6 報・相談

【被害現 被者被地域】

①支

⑦被害対応

表示

②緊急捕獲等出動要請

③捕

番号

@巡X④

現対応

発注者(市)

項

表示

市の対策業務

長崎市有害獣対策協議会の'営

受注者

項目

④報告

⑨連携

長崎市有害鳥獣対策協議会
(相談員:8名、隊員:206名程度配置)

・被害対策の検討

・年間を通じた有害捕

・緊急捕獲、緊急被害調査

・防護資材等の与事業

・広域協議会との連携など

番号

・委託契約~行報告

・市民からの通報・相談受付

・現地胸査~捕獲案務や対策の助言

・地域住民が連して対策に取り組むことを推進

・地城の会等でのコンサルティング(原因、生態、対策等)

・地域ぐるみの捕獲(捕獲隊)への安全講習及び捕獲技術指

・その他の発注者支擾業務

(貸与事業の資材管理・指、市単独補助業の現地確認等)

・協議会との連(捕獲業務の連携)

目

⑦

⑧

1
需
↓

委
肢

約
告

⑤

⑤
⑥



②庁内有害鳥獣生活環境被害対策担当者連絡会議の設置(H26.11.2の

ア設置目的

有害鳥獣による生活環境被害の防止に努め、安全で安心な市民生活を守るこ

とに資するため、市の関係する所属が共通認識のもと連携を図ることで、効果

的な有害鳥獣被害対策を実施することを目的とする。

イ組織

庁内38の関係課・室より選出された担当者により組織

ウ基本的な対応方針

・有害鳥獣による生活環境被害に係る次の事項について対策を講ずる。

①防護対策

②棲み分け対策

③捕獲対策(イノシシ・シカ・カラスに限る)

④啓発対策

・各所管課が管理する施設等の対策は、基本的に各所管課で対応する。

・市街地で広範囲におよぶ被害対策等については、連絡会議で協議調整しなが

ら対応する。

・関係部局問で情報を共有し、連携して対処することで、危機管理体制の充実を

図っている。
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【自治会・住民からの通報】住宅地周辺での有害

地域での勉強会が必要と判断

長崎市有害鳥獣相談センター(専門業者)

、 、

被相談

地域の習会の開催

ロー

による被害の発生

【自治会証^】

現立会【調査・対策指導】

購冒金の懐蜘

門業者】・【長崎市】

講会の実施

ワイヤーメッシュの貸与申請

【自治会Ⅱ地】

防護対策が必要と判断

①講習会を契梃に、自治会や
地域が有害獣対策につい
て考える

崎市や専門業者と協議
しながら、どのような対策を実
施Lていくのか検討

③対策の実施

【自治会】
自治会位で申請

ワイヤーメッシュ貸与申請
来自治会名で申請

捕獲対策が必要と判断

所管筋設排の対蛾の実縮

^

コンサルティング

【崎市(農林振興課)】

専門粂者・仙雄会等での捕獲

貸与決定

【自治会1

①専門業者(あぐりの丘)へ連絡
L、ワイヤーメッシュを受け取りに
行く

②自治会で協力し、ワイヤーメッ
シュ設匝

3 峅市へ設価完了報告の提出
※指定様式に写を添付

4自治会で適切に維持管理を実
施

門業者】・【長崎市】

補擾依覇

論

【門業
・【協

地城ぐるみでの捕獲

】・【騨友会】
会相談】

■捕獲方法

,専門業者による捕
・猟友会の予察捕獲
・協議会による繋急捕獲

※基本的には、肪護対策・
地域ぐるみでの補獲体制の
構築を検討するが、緊急対
応の必要がある場合に実
施するもの

散

【自治会】・【地域】

【門者】・r長崎市】

捕獲隊結皮の相談

安全酬習会等の閥催

【自治会】・【地域】

【自治会】・【地域1
捕擾始

■排撰隣とは
特獄免許を持つ「リーダー」の指示のもと、特猟免許を持たない者(捕獲
補助)数人が楠獲作禦の協力をする楠獲チームのこと
■要件
・槽獲隊を結成し、安全諸密会を受請
・捕擾に使用できる猟は、箱わな、囲いわなのみ
・捕摸対象動物は、イノシシ、シカ、タヌキ、カラスのみ
・使用する箱わな、囲いわなについては、必ず保陰に加入が必要

【自治会】・【地 1
捕獲隊の結成

有害補獲許可申請

箱わな貸与申請

【崎市(林振興課)】

肩害捕許可決定
箱わな貸与決定

崎
市
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需
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当
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・
路
・
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(4)水産技術試験研究事業

1 概要

水産業における収益性向上を目的に、放流事業については、放流効果を最大限に発揮する

放流手法の検討・実践、放流効果の把握を行うとともに、養殖業への支援として、養殖用新

魚種の飼育試験や養殖魚、の付加価値向上に関する試験等を実施する。

2 事業内容

(1)放流分野

《平成30年度放流事業》

クマエビ

魚種名

ガザミ

ヒラメ

クロアワビ

マコガレイ

尾数

①効果的な水産種苗放流手法等の検討・実践

放流効果を高めるため、種苗放流手法や放流効果調査に関し、県、市、漁業者等で勉強

会を開催する。

◎放流に関する勉強会の項目例

・放流適地・放流時期・放流サイズ・放流手法等

②水産種苗放流効果調査の実施

魚種ごとに適した標識をつけて放流した水産種苗の採捕状況を確認することにより、放

流効果を把握し、今後の放流事業の効果検証等の基礎資料とする。

アカガイ

800,000 尾

400,000 尾

87,000 尾

87,700 個

橘湾

場所

23,300 尾

橘湾

20,000 個

橘湾・大村湾

橘湾・西彼海域

大村湾

時期{予定j

(2)養殖分野

①養殖業者勉強会

養殖業者の収益性向上を目的に、講師を招き、新たな養殖用魚種や養殖技術等に関する

勉強会、意見交換会を開催する。

②養殖試験・開発

大村湾

8月

8月

2月

H27を底に増加傾向

水揚の状況

2月

年々減少傾向

5月

H27を底に増加傾向

新魚種養殖試験

3月

試験名

年々減少傾向

H29'から増加傾向

ゆうこう飼料トラ

フグ海面養殖試験

横ばい状況

やせウニ養殖試験

単価が高く短期問での出荷が期待できるガザミの陸上養

殖試験を行う。

たちばな漁、協の養殖業者がゆうこうを添加した餌を用い

て海面養殖試験を行い、量販店等において試験販売を行

つ。

7月~12月

磯焼け対策として除去したやせウニの商品化を図るた

め、野母崎三和漁協が身入り等の品質向上を目的とした養

殖試験を実施する。

内容

11'月,~ 2月

10月~11月
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